


部・課長級職員のみ掲載
異動規模　　501人

退職者　　　  51人

新規採用者　  21人

DAISEN city , Staff Reassignment. 2007

平  
成  
19  

年  

度

より機能的な体制で、

さらなるサービスの向上を目指し

■異動概要
１ 収納率向上のため、総務部に収納対策推進チームを設置。

２ 地域公共交通検討のため、総合政策課を中心として地域交通シス

テム対策チームを設置。

３ 企業誘致や地元企業の振興を図るため、商工観光課に企業対策班

を設置。

４ 介護保険法改正にともない在宅介護支援センターを廃止し、地域

に密着した相談支援や実態把握を行うため各総合支所市民課に担

当職員を配置。

５ 学校給食事業について、今年度から市内７つの給食センターの調

理・運搬部門を市学校給食協会に委託し、学校給食総合センター

（大曲地域）で総合的に管理。なお、西仙北・神岡地域の給食セン

ターを管理する西部統括支所と中仙・仙北・大田の給食センター

を管理する東部統括支所を設置。

６ 大曲市民会館を総合市民会館とし、大曲市民会館、中仙市民会館

「ドンパル」、協和市民センター「和ピア」、ふれあい文化センター

の４館で開催する事業などを総合的に管理。

７ 大曲図書館を基幹図書館とし、市内全図書館の機能充実と連携を

強化。

８ さらなるサービス向上を目指し、全総合支所市民課の総合窓口化

（ワンストップサービス）を実施。

９ 職員から提出された異動希望調書の内容や各課所長からの要望を

尊重し、勤務内容などを考慮して人員を配置。

10 職員の勤務意欲向上や意識改革を進めるため、合併前の旧市町村

間の格差是正を目的とした昇格を実施。

11 一般職の異動は、基本的に同種の業務５年以上の職員が対象。若

手職員は在課３年目の職員が移動対象。基準により異動した職員

は162人中87人（53.7％）。

12 教育委員会関係の建設事業の業務拡大のため、施設管理課を充実。

13 老朽施設の更新計画や東部地区の整備計画などに対応するため、

水道局に簡易水道担当職員を配置。
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2



DAISEN city , Staff Reassignment.
大仙市人事配置 2007

DAISEN City Public Relations  2007.4.16

育
会
へ
派
遣
）・
伊
藤
義
之

▼
同
課
参
事
・
伊
藤
廣
喜

▼
同
課
参
事
兼
中
仙
西
保
育
園

園
長（
中
仙
幼
稚
園
長
兼
務
）・

藤
澤
サ
ツ
子

▼
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
参
事
・

三
浦
昇

▼
法
人
化
推
進
チ
ー
ム
参
事
・

中
野
幸
雄

▼
同
チ
ー
ム
参
事
・
伊
藤
芳
広

▼
同
チ
ー
ム
参
事
・小

野
地
淳
司

【
部
長
級
】

▼
農
林
商
工
部
長
・
藤
原
薫

【
課
長
級
】

▼
農
林
振
興
課
長
・
高
嶋
良
美

▼
同
課
参
事
・
高
橋
弘

▼
同
課
参
事
・
高
橋
幸
子

▼
同
課
参
事
・
木
村
喜
代
美

▼
商
工
観
光
課
長
・
平
寛
二

【
部
長
級
】

▼
健
康
福
祉
部
長
・
深
谷
久
和

▼
主
席
参
事
（
法
人
化
推
進

チ
ー
ム
）・
武
藤
芳
和

▼
主
席
参
事
兼
児
童
家
庭
課
長
・

岡
晴
隆

▼
主
席
参
事
兼
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
所
長
・
冨
岡
美
津
子

【
課
長
級
】

▼
社
会
福
祉
課
長
・
杉
尾
忠
夫

▼
援
護
福
祉
課
長
・
藤
原
正
吾

▼
同
課
参
事
・
逸
見
博
幸

▼
同
課
参
事
兼
大
曲
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
・
豊
島
繁
實

▼
同
課
参
事
兼
八
乙
女
荘
事
務

長
・
三
浦
哲
夫

▼
同
課
参
事
兼
幸
寿
園
事
務

長
・
佐
々
木
喜
伸

▼
同
課
参
事
兼
桜
寿
苑
施
設

長
・
北
田
正
雄

▼
同
課
参
事
兼
峰
山
荘
施
設

長
・
五
十
嵐
政
博

▼
同
課
参
事
兼
福
寿
園
施
設

長
・
伊
藤
傳
悦

▼
同
課
参
事
兼
愛
幸
園
施
設

長
・
佐
々
木
和
雄

▼
同
課
参
事
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
・
伊
藤
正
廣

▼
同
課
参
事
兼
南
外
生
活
支
援

ハ
ウ
ス
所
長
・
伊
藤
久

▼
児
童
家
庭
課
参
事
（
大
曲
保

▼
同
課
参
事
・
高
橋
修
司

▼
同
課
参
事
（
地
域
交
通
対
策

チ
ー
ム
）・
藤
川
祐
弘

▼
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
・

山
谷
勝
志

▼
同
課
参
事
・
小
松
正
忠

▼
男
女
共
同
参
画
室
長
・

茂
木
優
子

【
部
長
級
】

▼
事
務
局
長
・
中
嶋
喜
代
博

【
課
長
級
】

▼
事
務
局
次
長
・
黒
田
文
夫

▼
同
局
参
事
・
松
岡
伸
幸

【
部
長
級
】

▼
市
民
生
活
部
長
・
元
吉
峯
夫

▼
主
席
参
事
（
環
境
事
業
組
合

派
遣
）・
石
川
三
喜
雄

【
課
長
級
】

▼
消
防
安
全
課
長
・佐

々
木
誠
治

▼
同
課
参
事
・
後
藤
兼
武

▼
市
民
課
長
・
武
田
春
樹

▼
同
課
参
事
・
播
摩
幸
子

▼
国
保
年
金
課
長
・
竹
原
茂
雄

▼
環
境
課
長
・
菊
地
正
雄

▼
同
課
参
事
・
佐
々
木
達
夫

【
部
長
級
】

▼
総
務
部
長
・
老
松
博
行

▼
主
席
参
事
（
収
納
対
策
推
進

チ
ー
ム
）・
藤
肥
康
弘

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長
・
進
藤
雅
彦

▼
人
事
課
長
・
今
野
幸
宏

▼
同
課
参
事
・
柴
田
敬
史

▼
財
政
課
長
・
佐
藤
芳
彦

▼
契
約
検
査
課
長
・
高
野
永
夫

▼
同
課
参
事
・
久
保
江
信
晴

▼
同
課
参
事
・
熊
谷
庄
治

▼
税
務
課
長
・
三
浦
薫

▼
同
参
事
（
収
納
対
策
推
進

チ
ー
ム
）・
上
野
孝
成

▼
管
財
課
長
・
佐
藤
久
徳

【
部
長
級
】

▼
企
画
部
長
・
佐
々
木
正
広

【
課
長
級
】

▼
秘
書
広
報
課
長
・
佐
々
木
昭

▼
総
合
政
策
課
長
・
小
松
辰
巳

▼
同
課
参
事
（
大
曲
仙
北
広
域

市
町
村
圏
組
合
派
遣
）・佐

々
木
勝

▼
同
課
参
事
（
大
曲
仙
北
広
域

市
町
村
圏
組
合
派
遣
）・

小
松
英
昭

▼
同
課
参
事
・
大
友
重
俊

国
体
推
進
事
務
局

健
康
福
祉
部

農
林
商
工
部

企
画
部

市
民
生
活
部

総
務
部

3



▼
農
林
振
興
課
長
・
鈴
木
成
人

▼
建
設
課
長
・佐

々
木
ジ
ョ
ー
ジ

【
部
長
級
】

▼
事
務
局
長
・
田
口
誠
一

【
課
長
級
】

▼
同
局
参
事
・
高
橋
薫

【
部
長
級
】

▼
教
育
次
長
・
相
馬
義
雄

▼
教
育
次
長
・
今
井
聰

▼
主
席
参
事
兼
教
育
総
務
課

長
・
服
部
國
康

【
課
長
級
】

▼
教
育
総
務
課
参
事
・粟

津
孝
子

▼
施
設
管
理
課
長
・佐

々
木
修
司

▼
学
校
教
育
課
長
・
藤
原
保
子

▼
学
校
教
育
課
参
事
兼
教
育
研

究
所
長
・
高
橋
勇
治

▼
同
課
参
事
・
加
賀
勘
悦

▼
学
校
給
食
総
合
セ
ン
タ
ー
所

長
・
武
田
茂

▼
生
涯
学
習
課
長
・
山
崎
篤
志

▼
同
課
参
事
兼
女
性
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
大
曲
公
民
館
長
兼
青
少

年
ホ
ー
ム
館
長
兼
消
費
生
活
相

【
部
長
級
】

▼
総
合
支
所
長
・
後
藤
善
良

【
課
長
級
】

▼
地
域
振
興
課
長
・
鈴
木
雅
幸

▼
同
課
参
事
（
地
域
交
通
対
策

チ
ー
ム
）・
佐
々
木
孝
雄

▼
市
民
課
長
・
田
口
元
彦

▼
農
林
振
興
課
長
・
佐
藤
昭
光

▼
同
課
参
事
・
細
井
盛
一

▼
同
課
参
事
・
�
橋
松
男

▼
建
設
課
長
・
傳
農
順
一

【
部
長
級
】

▼
総
合
支
所
長
・
今
浩
造

【
課
長
級
】

▼
地
域
振
興
課
長
・
加
藤
耕
成

▼
同
課
参
事
（
地
域
交
通
対
策

チ
ー
ム
）・
加
藤
恭
造

▼
市
民
課
長
・
佐
藤
哲
男

▼
同
課
参
事
（
収
納
対
策
推
進

チ
ー
ム
）・
山
谷
喜
元

▼
農
林
振
興
課
長
・
安
田
正
一

▼
建
設
課
長
・
豊
嶋
久
勝

【
部
長
級
】

▼
総
合
支
所
長
・
伊
藤
堅
光

【
課
長
級
】

▼
看
護
科
総
看
護
師
長
・

高
橋
洋
子

【
部
長
級
】

▼
総
合
支
所
長
・
佐
藤
良
幸

【
課
長
級
】

▼
地
域
振
興
課
長
・
石
山
晃

▼
同
課
参
事
（
地
域
交
通
対
策

チ
ー
ム
）・
高
橋
豊
幸

▼
市
民
課
長
・
阿
部
義
孝

▼
同
課
参
事
（
収
納
対
策
推
進

チ
ー
ム
）・
鈴
木
直
樹

▼
農
林
振
興
課
長
・
武
藤
隆
二

▼
建
設
課
長
・
富
山
正
元

【
部
長
級
】

▼
総
合
支
所
長
・
佐
々
木
吉
博

【
課
長
級
】

▼
地
域
振
興
課
長
・
小
松
一
幸

▼
同
課
参
事
・
小
西
秀
典

▼
同
課
参
事
（
地
域
交
通
対
策

チ
ー
ム
）・
進
藤
敏

▼
市
民
課
長
・
田
村
明
雄

▼
同
課
参
事
（
収
納
対
策
推
進

チ
ー
ム
）・
堀
江
則
男

▼
農
林
振
興
課
長
・
舛
屋
博
之

▼
建
設
課
長
・
佐
々
木
周
悦

▼
同
課
参
事
・
小
山
田
和
信

▼
同
課
参
事
・
三
浦
茂
徳

【
部
長
級
】

▼
建
設
部
長
・
柴
田
勝
三

▼
主
席
参
事
兼
土
地
区
画
整
理

事
務
所
長
・
田
口
隆
志

【
課
長
級
】

▼
道
路
河
川
課
長
・
�
橋
晴
美

▼
同
課
参
事
・
山
本
恭
徳

▼
都
市
計
画
課
長
・
竹
谷
正
一

▼
同
課
参
事
・
大
友
直
志

▼
同
課
参
事
（
土
地
開
発
公
社

派
遣
）・
熊
澤
常
司

▼
下
水
道
課
長
・
中
野
谷
隆
史

▼
同
課
参
事
・
福
田
繁

▼
同
課
参
事
・
邑
山
潤
一

▼
土
地
区
画
整
理
事
務
所
参

事
・
齊
藤
茂

▼
同
事
務
所
参
事
・
船
木
五
郎

【
課
長
級
】

▼
会
計
管
理
者
・
小
林
幸
悦

【
部
長
級
】

▼
副
院
長
（
院
長
職
務
代
理

者
）・
大
谷
和
生

▼
事
務
長
・
冨
岡
暁
雄

【
課
長
級
】

▼
管
理
課
長
・
伊
藤
和
保

▼
地
域
振
興
課
長
・
高
橋
定
悦

▼
同
課
参
事
（
地
域
交
通
対
策

チ
ー
ム
）・
佐
藤
裕
康

▼
市
民
課
長
・
高
橋
宣
孝

▼
農
林
振
興
課
長
・
佐
々
木
繁
雄

▼
建
設
課
長
・
伊
藤
俊
一

【
部
長
級
】

▼
総
合
支
所
長
・
川
越
和
子

【
課
長
級
】

▼
地
域
振
興
課
長
・
後
藤
道
和

▼
同
課
参
事
（
地
域
交
通
対
策

チ
ー
ム
）・
熊
谷
博
英

▼
市
民
課
長
・
田
口
義
則

▼
同
課
参
事
（
収
納
対
策
推
進

チ
ー
ム
）・
竹
村
義
昭

▼
農
林
振
興
課
長
・
鈴
木
義
實

▼
同
課
参
事
・
藤
澤
光
朗

▼
建
設
課
長
・
佐
藤
喜
三
男

▼
同
課
参
事
・
斎
藤
修

▼
同
課
参
事
・
樫
尾
幸
雄

【
部
長
級
】

▼
総
合
支
所
長
・
大
信
田
哲
男

【
課
長
級
】

▼
地
域
振
興
課
長
・
�
橋
共
男

▼
同
課
参
事
（
地
域
交
通
対
策

チ
ー
ム
）・
高
貝
清
一

▼
市
民
課
長
・
�
貝
忠
造

西
仙
北
総
合
支
所

神
岡
総
合
支
所

中
仙
総
合
支
所

協
和
総
合
支
所

南
外
総
合
支
所

仙
北
総
合
支
所

太
田
総
合
支
所

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会

市
立
大
曲
病
院

会
計
管
理
者

建
設
部

4



【
課
長
級
】

▼
事
務
局
長
・
鈴
木
秀
則

【
課
長
級
】

▼
東
部
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・

佐
藤
唯
志

▼
西
部
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・

舛
谷
忠
行

談
所
長
兼
産
業
展
示
館
長
・

佐
々
木
恭
子

▼
同
課
参
事
兼
花
館
公
民
館

長
・
竹
内
孝
悦

▼
同
課
参
事
兼
角
間
川
公
民
館

長
・
佐
藤
智
弘

▼
同
課
参
事
兼
総
合
図
書
館
長

兼
大
曲
図
書
館
他
６
図
書
館

長
・
古
屋
博

▼
同
課
参
事
兼
総
合
市
民
会
館

長
兼
大
曲
市
民
会
館
長
・

高
橋
隆
文

▼
文
化
財
保
護
課
長
・
煙
山
勢

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
・

笠
嶋
憲
司

▼
神
岡
分
室
長
兼
神
岡
中
央
公

民
館
長
兼
か
み
お
か
嶽
雄
館

長
・
佐
々
木
淳
一

▼
同
分
室
参
事
・
齊
藤
憲
市

▼
西
仙
北
分
室
長
兼
西
仙
北
中

央
公
民
館
長
兼
西
仙
北
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
所
長
・
滝
沢
清
寿

▼
中
仙
分
室
長
兼
中
仙
市
民
会

館
長
・
大
信
田
英
夫

▼
同
分
室
参
事
・
秋
山
功

▼
協
和
分
室
長
兼
協
和
公
民
館

長
兼
協
和
市
民
セ
ン
タ
ー
所

長
・
菅
原
正
悦

▼
南
外
分
室
長
兼
南
外
公
民
館

長
兼
南
外
民
俗
資
料
交
流
館

長
・
高
橋
公
太
郎

▼
仙
北
分
室
長
兼
仙
北
公
民
館

長
兼
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

所
長
・
小
松
弘

▼
太
田
分
室
長
兼
太
田
公
民
館

長
・
熊
谷
和
則

▼
同
分
室
参
事
・
木
元
優
子

【
部
長
級
】

▼
水
道
局
長
・
田
口
良
邦

【
課
長
級
】

▼
上
水
道
課
長
・
藤
田
良
雄

▼
同
課
参
事
・
原
義
隆

▼
同
課
参
事
・
高
橋
達
男

▼
同
課
参
事
・
岩
谷
友
一
郎

【
課
長
級
】

▼
事
務
局
長
・
佐
藤
正
仁

選
挙
管
理
委
員

事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

水
道
局

大仙市役所
大曲庁舎内図

〒014-8601

大仙市大曲花園町１番１号

� 0187-63-1111（代表）

文書庫健康福祉部
社会福祉課

健康福祉部
児童家庭課

健康福祉部
援護福祉課

市民生活部
国保年金課

広報室

↑２階へ ↑２階へ

↑２階へ

↑２階へ

↑２階へ

面会室

市政情報室

市民ホール
喫煙室

市民生活部
市民課

総務部　税務課 会計課
総務部
管財課 職員玄関

日直室 企画部
情報
システム課

水道局
上水道課

市役所
正面玄関

W.C

W.C

↑３階へ

↓１階へ

W.C

W.C

↓
１階へ

↓１階へ
↑３階へ

企画部
国体推進
事務局

企画部
男女共同
参画室

農業
委員会分室

農林商工部
農林振興課

農林商工部
商工観光課

市民生活部
消防安全課

市民生活部
環境課

企画部
総合政策課 総務部

契約
検査課

記者室

総務部
財政課

応接室

２階会議室

副市長室

市長室

企画部
秘書広報課 総務部

総務課
総務部
人事課

食　堂

売　店

大曲体育館へ→

↓２階へ

↓２階へ

W.C

W.C

↓
２階へ

互助会館
第１会議室

法人化推進
チーム

大会議室
第１委員会室

第２
委員会室第３

委員会室

議会会派
控室

議会事務局

正副議長室

議会応接室
説明員
控室

議　場

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ
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マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
人
口

の
減
少
に
よ
り
、
バ
ス
利
用
者

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
利
用
者
の
大
幅
な
減

少
に
よ
り
、
事
業
者
か
ら
下
表

の
よ
う
な
バ
ス
路
線
の
見
直

し
の
連
絡
が
あ
り
、
現
在
、
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
交
通
空
白
地
域
の

解
消
を
目
指
し
新
た
な
交
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
利
用
者

が
減
少
す
る
と
路
線
バ
ス
の

廃
止
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、

交
通
空
白
地
域
が
ま
す
ま
す

拡
大
。
お
年
寄
り
な
ど
交
通
弱

者
の
「
足
の
確
保
」
が
難
し
く

な
り
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
や
エ
コ
環

境
整
備
の
た
め
、マ
イ
カ
ー
利
用

の
生
活
を
見
直
し
、バ
ス
利
用
の

促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
バ
ス
利
用
に
つ

い
て
も
う
一
度
考
え
直
し
、家
族

で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

バス路線の見直し案が出ています
このままでは廃止です。
バスの利用について考えましょう

　
マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
人
口
の
減
少
に

よ
り
、
バ
ス
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
の
県
内
の
乗
合
バ
ス
の

利
用
者
数
は
１
６
５
９
万
人
。
昭
和
44

年
の
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
、
85
％
も
減
少

し
て
い
ま
す
。

【県内の乗り合いバス輸送人数の推移】
※人数は1万人以下を四捨五入した数です。

（ ）内は昭和44年を100とした場合の数値。

乗り合いの見直し案
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大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111
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市
で
は
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
大
人
と
子
ど
も
が
交
流
す
る

機
会
を
つ
く
り
活
動
し
て
い
る
団
体
を

「
キ
ッ
ズ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
」と
し
て

募
集
・
登
録
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
登
録
に
は
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
に
あ

る
交
付
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
対
象
事
業
／
登
下
校
時
の
見
守
り
隊
、
昔

語
り
、
生
活
文
化
の
講
座
、
農
作
業
体
験
、

食
育
教
育
、
も
の
づ
く
り
体
験
、
ふ
る
さ

と
学
習
、
環
境
美
化
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
他
市
長
が
適
当
と

認
め
る
事
業

◆
補
助
額
／
１
団
体
10
万
円

◆
申
請
方
法
／
交
付
申
請
書
を
学
校
ま
た
は

教
育
委
員
会
へ
提
出

◆
申
請
受
付
期
限
／
10
月
31
日（
水
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
３
３
８
ま
で

　
各
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
住
宅
／
【
神
岡
地
域
】

神
岡
Ｇ
Ｈ
棟
市
営
住
宅
・
１
戸

（
３
Ｌ
Ｋ
・
Ｈ
13
建
築
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

神
岡
・
協
和
・
太
田
地
域
の
市
営
住
宅

キ
ッ
ズ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り

農
業
後
継
者
育
成
修
学
資
金
制
度

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
平
成
19
年
度
大
仙
市
農
業
後
継
者
育
成

修
学
資
金
貸
し
付
け
の
受
け
付
け
を
開
始

し
ま
す
。

　
申
請
書
や
募
集
要
項
は
農
林
振
興
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
修
学
資
金
の
貸
し

付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
要
書
類
を
添

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
に
居
住
し
農
業
を
営
む
方

の
子
ど
も
で
、
大
学
、
大
学
院
、
短
大
、

農
業
者
大
学
校
な
ど
で
農
学
を
専
攻
し

卒
業
後
す
ぐ
に
農
業
経
営
す
る
こ
と
が

確
実
な
方

◆
貸
付
額
／
月
額
４
万
円

◆
定
員
／
３
人

◆
返
還
債
務
免
除
対
象
／
大
学
卒
業
後
す
ぐ

に
農
業
に
従
事
し
、
７
年
間
農
業
を
専
業

と
し
た
方

◆
返
還
対
象
／

修
学
資
金
貸
し
付
け
の
対
象
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
方

返
還
債
務
免
除
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
方

◆
申
込
受
付
期
限
／
５
月
15
日（
火
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
】

各
総
合
支
所
農
林
振
興
課

農
林
振
興
課（
大
曲
庁
舎
）

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
４
４
ま
で

〒
０
１
４-

８
６
０
１

大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号

【
協
和
地
域
】

境
市
営
住
宅
・
１
戸（

３
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ
59
建
築
）

合
貝
市
営
住
宅
・
１
戸

（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｈ
11
建
築
）

【
太
田
地
域
】

太
田
北
部
地
区
市
営
住
宅
・
１
戸

（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
Ｈ
４
建
築
）

◆
入
居
資
格
／

①
同
居
す
る
親
族
が
い
る
方
。
た
だ
し
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
方
は
単
身
で
も
入
居
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

③
収
入
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
収
入
基
準

以
下
の
方
。
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
入
居

し
よ
う
と
す
る
世
帯
す
べ
て
の
月
額
所
得
の

合
計
が
20
万
円
か
ら
32
万
円
ま
で
の
方

④
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
方

⑤
市
内
に
居
住
す
る
連
帯
保
証
人
が
い
る
方

◆
入
居
予
定
日
／
５
月
25
日（
金
）

◆
家
賃
／
入
居
者
の
収
入
や
住
宅
の
設
備
等

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
た
だ
し
合
貝
市

営
住
宅
は
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
た
め
、

定
額
家
賃
４
万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
受
付
期
限
／
４
月
27
日（
金
）ま
で
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

【
神
岡
地
域
】
神
岡
総
合
支
所
建
設
課

�

０
１
８
７（
72
）４
６
０
９

【
協
和
地
域
】
協
和
総
合
支
所
建
設
課

�

０
１
８（
８
９
２
）３
７
０
８

【
太
田
地
域
】
太
田
総
合
支
所
建
設
課

�

０
１
８
７（
88
）１
１
１
６
ま
で
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市役所からの

父
子
手
当
の
支
援
を
拡
大

年
額
１
万
円
か
ら
月
額
５
０
０
０
円
へ

　
父
子
手
当
の
支
援
額
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
年
額
１
万
円
の
支
給
で
し
た
が

今
後
は
月
額
５
０
０
０
円
の
支
給（
所
得
制

限
あ
り
）と
な
り
ま
す
。
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
各
総
合
支
所
市
民
課
と
児
童
家
庭
課
に
申

請
用
紙
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な

る
方
は
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
父
子
家
庭
で
中
学
３
年

生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
父
親

※
所
得
額
に
よ
っ
て
父
子
手
当
を
受
給
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所
得
限
度
額
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
・
支
給
／
申
請
日
の
翌
月
か
ら
支

給
。
た
だ
し
４
月
の
み
申
請
月
か
ら
の
支

給
と
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額
／
月
額
５
０
０
０
円

◆
定
期
支
給
月
／
９
月
、
３
月

◆
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
、
口
座
番
号
を
確

認
で
き
る
も
の
、
戸
籍
謄
本
等
（
父
子
家
庭

を
証
明
で
き
る
も
の
）

※
戸
籍
謄
本
は
無
料
交
付
で
き
ま
す
の
で
、

福
祉
担
当
に
話
し
て
か
ら
交
付
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
】

各
総
合
支
所
市
民
課
福
祉
担
当

児
童
家
庭
課
家
庭
援
護
班

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
７
５
ま
で

　
中
仙
市
民
会
館（
ド
ン
パ
ル
）の
開
館
５
周

年
を
記
念
し
て
、
薔
薇
笑
亭
S
K
D
レ

ヴ
ュ
ー
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

　
薔
薇
笑
亭
S
K
D
（
旧
松
竹
歌
劇
団
）
に
よ

る
浅
草
国
際
劇
場
の
S
K
D
レ
ヴ
ュ
ー
を
継

承
す
る
シ
ョ
ー
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
チ
ケ
ッ
ト
は
ド
ン
パ
ル
で
好
評
発
売
中

で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
日
時
／
５
月
26
日(

土)

午
後
３
時
開
演

◆
会
場
／
中
仙
市
民
会
館

◆
入
場
料
／
４
０
０
０
円（
全
席
自
由
）

【
問
い
合
わ
せ
】

中
仙
市
民
会
館
ド
ン
パ
ル

�

０
１
８
７(

56)

７
２
０
０
ま
で

　
児
童
手
当
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
３
歳
未

満
の
児
童
手
当
の
支
給
額
が
一
律
１
万
円
と

な
り
ま
す
。
現
在
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、
こ

の
改
正
に
よ
る
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

バ

ラ

エ

テ
ィ

薔
薇
笑
亭
S
K
D
レ
ヴ
ュ
ー
シ
ョ
ー

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
で
す

児
童
手
当
の
支
給
額
が
増
加

現
在
受
給
中
の
方
は
手
続
き
不
要
で
す

華麗な舞台を
ご堪能ください。

　
３
歳
以
上
の
児
童
に
つ
い
て
は
支
給
額
、

対
象
年
齢
、
所
得
制
限
限
度
額
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
児
童
が
３
歳
に
な
っ
た
場

合
、
到
達
月
の
翌
月
か
ら
第
１
子
・
２
子
の

手
当
額
は
５
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

◆
３
歳
未
満
児
の
児
童
手
当
額
／

【
第
１
子
・
第
２
子
】

月
額
５
０
０
０
円
↓
月
額
１
万
円（
改
正
）

【
第
３
子
以
降
】

月
額
１
万
円（
変
更
な
し
）

◆
定
期
支
給
月
／
６
月
、
10
月
、
２
月

◆
所
得
制
限
／
所
得
額
に
よ
っ
て
児
童
手
当

を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
所

得
制
限
額
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
市
民
課

児
童
家
庭
課
�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
７
３
ま
で

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平成16年４月生まれ、第１子の受給例

　児童手当受給中の方が、制度改正後の定
期支払月（６月）に受給できる額は25,000
円です。

児童手当支給の詳細
２月分 5,000円 … 改正前
３月分 5,000円 … 改正前
４月分 10,000円 … 制度改正（増額）
５月分 5,000円 … ３歳誕生日の翌月

合計 25,000円

第１子（H16.４月生）

受給額 25,000円
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大曲庁舎
大仙市大曲花園町１番１号
☎0187-63-1111

西仙北庁舎
大仙市刈和野字本町５番地
☎0187-75-1111

南外庁舎
大仙市南外字下袋218番地
☎0187-74-2111

大曲南庁舎
大仙市大曲日の出町２丁目８番４号
☎0187-66-4905

中仙庁舎
大仙市北長野字茶畑141番地
☎0187-56-2111

仙北庁舎
大仙市高梨字田茂木10番地
☎0187-63-3003

神岡庁舎
大仙市神宮寺字蓮沼16番地３
☎0187-72-2111

協和庁舎
大仙市協和境字野田４番地
☎018-892-2111

太田庁舎
大仙市太田町太田字新田田尻３番地４
☎0187-88-1111
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　「
真
木
真
昼
の
四
季
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
入
賞
作
品
19
点
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
各
総
合
支
所
を
巡
回
し
展
示
を
行

い
ま
す
。
美
し
い
山
々
、
雄
大
な
自
然
を
写

し
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
／
４
月
27
日（
金
）ま
で

◆
会
場
／
大
仙
市
役
所
大
曲
庁
舎

【
問
い
合
わ
せ
】

太
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

�

０
１
８
７（
88
）１
１
１
１
ま
で

　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
健
康

入
浴
法
な
ど
の
運
動
を
行
い
ま
す
。
教
室
は

全
３
回
で
温
泉
入
浴
も
あ
り
。
教
室
に
参
加

し
、
自
分
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
団
体
で
申
し
込

ま
れ
た
場
合
は
バ
ス
で
の
送
迎
も
行
い
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
開
催
日
に
つ
い

　
大
曲
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
古
本

の
修
理
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
体
が
不
自

由
で
図
書
館
を
利
用
で
き
な
い
方
な
ど
に
本

の
宅
配
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
会
員
募
集
の
ほ
か
、
み
な
さ
ん
の
図
書
館

利
用
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

大
曲
図
書
館

�

０
１
８
７（
62
）１
０
１
２
ま
で

　
市
で
は
、
カ
モ
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
の
被

害
を
防
止
す
る
食
害
防
止
ネ
ッ
ト
の
購
入
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
を
希
望
す

る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
に
農
地
を
所
有
し
耕
作
し
て

い
る
方

◆
補
助
額
／
食
害
対
策
に
か
か
る
費
用
の
３

分
の
２
以
内（
限
度
額
６
万
円
）

◆
申
請
受
付
期
限
／
４
月
26
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

文
化
財
保
護
課

�

０
１
８
７（
63
）８
９
７
２
ま
で

カ
モ
シ
カ
食
害
防
止
ネ
ッ
ト

補
助
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始

大
曲
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

本
の
宅
配
や
古
本
修
理
な
ど

て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

◆
対
象
／
個
人
、
サ
ー
ク
ル
・
各
種
団
体
（
約

15
〜
20
人
）

◆
開
催
日
／
木
曜
日（
全
３
回
）

※
参
加
者
の
希
望
に
応
じ
て
調
整
し
ま
す
。

◆
時
間
／
午
前
９
時
30
〜
午
後
３
時

◆
会
場
／
ぬ
く
森
温
泉
ユ
メ
リ
ア（
西
仙
北

地
域
）

◆
定
員
／
先
着
11
団
体

◆
参
加
費
／
昼
食
代
の
み
自
己
負
担

◆
申
込
受
付
期
間
／
４
月
23
日（
月
）か
ら
27

日（
金
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
各
分
室

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

�

０
１
８
７（
62
）９
３
０
１
ま
で

フ
ァ
ッ
ク
ス
０
１
８
７（
62
）９
３
０
２

　
大
曲
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
は
、

絵
本
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
る
「
春
の
お
は
な

し
を
聞
く
会
」
を
行
い
ま
す
。
親
子
で
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◆
期
日
／
５
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で
の
毎
週

水
曜
日

◆
時
間
／
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

◆
会
場
／
大
曲
図
書
館
児
童
室
ち
び
っ
こ

コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

大
曲
図
書
館

�

０
１
８
７（
62
）１
０
１
２
ま
で

春
の
お
は
な
し
を
聞
く
会

読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
の
展
示

各
庁
舎
を
巡
回
し
展
示
し
ま
す

ユ
メ
リ
ア
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

自
分
に
合
っ
た
体
力
づ
く
り

展
示
庁
舎

展
示
期
間

【
中
　
仙
】
５
月
２
日（
水
）
か
ら

31
日（
木
）ま
で

【
仙
　
北
】
６
月
１
日（
金
）
か
ら

29
日（
金
）ま
で

【
南
　
外
】
７
月
２
日（
月
）
か
ら

31
日（
火
）ま
で

【
神
　
岡
】
８
月
１
日（
水
）
か
ら

31
日（
金
）ま
で

【
西
仙
北
】
９
月
３
日（
月
）
か
ら

28
日（
金
）ま
で

【
協
　
和
】
10
月
１
日（
月
）
か
ら

31
日（
水
）ま
で

【
作
品
の
展
示
計
画
】
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　春の到来を告げ、全国で一番早い花火競技大会

として人気の高い「新作花火コレクション2007」

が、３月24日に大曲ファミリースキー場で行われ

ました。当日は雨の予報でしたが小雨程度ですみ、

全国から集まった若手花火作家27人が作った独

創的な花火が次々に打ち上げられ、観衆を楽しま

せました。

　NPO法人大曲花火倶楽部によって主催されるこ

の大会は、４号玉10発、５号玉５発の計15発で

いかにテーマを表現するかで競われます。今年も

アンデルセン童話やダイヤモンドをテーマにした

もの、海鮮類の型物花火など新作らしいチャレン

ジ精神に溢れた作品が夜空を彩りました。入賞者

は次のとおりです。

▼金賞＝小松忠信（秋田県大仙市・小松煙火工業）
らんたん

「燈籠」

▼銀賞＝山内俊幸（山梨県・山内煙火店）「新・夢

想花」

▼銅賞＝今野義和（秋田県大仙市・北日本花火興

業）「Mrs.ドーナッツ」、小野光洋（長野県・アルプ

ス煙火工業）「雪の女王(THE SNOW QUEEN)」、

齊木克司（山梨県・齊木煙火本店）「人の和は花火

の彩（いろ）」

▼特別賞＝小松忠信（秋田県大仙市・小松煙火工
らんたん

業）「燈籠」

▼花火鑑賞士特別賞＝小松忠信（秋田県大仙市・小
らんたん

松煙火工業）「燈籠」 　　　　　　　　<敬称略>

新作花火コレクション2007
３万人を魅了した、春を告げる風物詩

　３月27日、大曲地域で活動するボランティア団体「のびの

びらんど（伊藤八重子代表）」が、小・中学生を対象に作品の募

集を行っていた「未来の大仙市に残したい『こと』・『もの』

写真コンクール」の表彰式が、花火庵（大曲地域花火通り商店

街）で行われました。

　コンクールには20人から30点の応募があり、地域に伝わる

伝統の祭りをテーマにしたものや、日常の何気ない風景を切り

取った一枚など力作が寄せられました。

　なお、のびのびらんどでは後期（７月１日から８月31日<予

定>）も作品を募集する予定です。募集の詳細については後日広

報でお知らせします。みなさんの応募をお待ちしています。

　最優秀賞、優秀賞は次のとおりです。

▼最優秀賞（大仙市長賞）＝鈴木宥（太田東小６年）「雪の日の集

団登校」▼優秀賞（議会議長賞）＝大河まさひろ（横堀小３年）

「ぼんでん」▼同（教育長賞）＝岩根瞳（神宮寺小４年）「春が呼

んでいる」▼同（大曲商工会議所会頭賞）＝齋藤愛（平和中２年）

「もみじ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<敬称略>

未来の大仙市に残したい
「こと」・「もの」写真コンクール表彰式

子どもの視点で大仙市を写す

フィナーレは「秋田わか杉国体」を
テーマにした壮大なスターマイン
「踊る！スギッチ」。早春の空を
華々しく彩りました。

受賞者全員で記念写真。
秋にも作品募集を行いますのでぜひご応募ください。
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　農地の効率的な利用に功績があったとして、中仙地域

八幡地区が18年度農林水産大臣表彰を受けました。こ

の表彰は、全国で８地区、東日本では唯一の受賞となり

ます。

写真上／内小友市民協働自然観察公園の全景。
写真右／内小友小学校の児童たちと栗林市長が
　　　　一緒に植樹。

　４月１日、大曲地域内小友余目地区

で「内小友市民協働自然観察公園」の

完成を記念した記念植樹が行われまし

た。

　この公園は、旧大曲市時代から「農

山村地域活性化モデル事業」として、

地域の方々で組織する余目地域活性化

対策いきいき会議協議会（加藤加一会

長）と行政が一緒になり、協働で造り

上げたもの

　広さは3,232㎡で、たくさんの花や

木で囲まれた園内には展望台やホタル

が生息する水路、水辺の植物を観察で

　３月29日、東大曲小学校（長澤真人校長・児童数76

人）への通学路として福部内川で工事が行われていた

「わくわく橋」が完成し、開通式が行われました。

　この橋は全長22.5m、幅3.5mで、名前は東大曲小学

校の児童によって付けられたもの。消防車や救急車な

どの緊急車両を除く歩行者と自転車専用の橋で、この

橋の完成により、地域によっては約15分程度通学時間

が短くなるなど、通学時の負担が軽減されます。

東大曲小学校の通学路と橋が開通
名前は「わくわく橋」に決定！

中仙地域八幡地区が農林水産大臣表彰
農地の効率利用が評価

八幡地区の特徴ある
取り組みが全国的に
評価されました。

内小友市民協働自然観察公園完成記念植樹
地域一丸となり里山を守る

※ビオトープとは「生態系公園」、「自然観察公園」と呼ばれる

もので、ドイツ語の「Bio-Top」から名付けられました。「自然

の状態で多様な動植物が生息する環境空間」を意味します。

きるため池などが整備されているビオトープ公園（※）です。

　昔ながらの里山の雰囲気が色濃く残る内小友余目地区。夏に

なればホタルが乱舞する、新たな癒しスポットにぜひご来場く

ださい。

【問い合わせ】総合政策課� 0187-63-1111内線254まで

　八幡地区では５つ

あった集落ごとの生産

組合を再編統合し八幡

土地改良組合（長澤久勝

組合長）を組織、市の指

導のもと農地の集団化

に取り組みました。換

地にあたり、地区内に

点在していた墓地の移

転・集団化に成功する

など特徴ある取り組み

が評価されました。

東大曲小学校の児童や栗林市長、橋
本議長らが渡り初めを行いました。
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　３月28日、大曲広域交流センターを会場に、大

曲地域の平成18年度交通安全表彰式が行われ、交

通安全ハガキコンクールの優秀賞と優良賞、交通

安全功労者・功労団体に表彰状が贈られました。

　表彰式では、先に行われた交通安全啓蒙ハガキ

コンクールの入賞者16人の表彰と、地域の交通安

全活動に貢献されている個人７人、３団体が表彰

されたほか、18年度の大仙市における交通事故の

発生状況や第８次大仙市交通安全計画などが提唱

されました。

　今回表彰された方々は次のとおりです。

▼個人表彰＝藤原忠治（小貫高畑）、藤原弘喜（四ツ

屋）、町田精子（内小友）、伊藤誠一（佐野町）、高橋

貞夫（大曲西根）、伊藤喜徳（大曲田町）、山方和彦

（大曲丸の内町）▼団体表彰＝四ツ屋保育園（鈴木万

紀子園長）、(株)小松煙火工業（小松忠信・代表取締

役）、千葉福建設合資会社（千葉幸太郎・代表社員）

<敬称略>

　３月30日、大曲地域の内小友中沢工場団地に建設さ

れた学校給食総合センターの竣工式が行われました。

　同センターは、大曲地域と南外地域の給食センターを

統合したもの。衛生面に配慮したドライ方式を導入する

　３月９日、ＮＰＯ法人障がい者自立生活セン

ター「ほっと大仙」が、平成18年度秋田県バリ

アフリー推進賞を受賞しました。

　この賞は、高齢者や障害者が自らの意志で自由

に行動し、安全で快適に生活できるバリアフリー

社会の実現に向けて優れた取り組みを行っている

個人・団体に贈られる賞です。今回の受賞は、やき

そばカーを利用したやきそばの出張販売やITを活

用した在宅就労支援など、積極的に社会に参画する

取り組みが評価され今回の受賞となりました。

　ほっと大仙は、障害者が住み慣れた地域で自立

した生活を送るためには何が必要かに着眼し、障

害者の住みやすいまちづくりや就労支援に取り組

んでいます。

ほっと大仙のみなさん。活動の先進性や
積極的に社会に参画する取り組みが評価
され、今回の受賞に繋がりました。

障がい者自立生活センター「ほっと大仙」

秋田県バリアフリー推進賞を受賞

平成18年度交通安全表彰式

交通安全は日々の活動の積み重ね

新田スヱノさんが100歳に

長寿祝い金を贈呈

大仙市学校給食総合センター竣工式

より良い給食を目指し、４月から稼動

たくさんの方が見
守る中、表彰状が
贈られました。

栗林市長から祝
い金や記念品、
秋田県から家族
へ賞詞が贈られ
ました。

４月９日、大曲地域
と南外地域の小・中
学校への配食がス
タートしました。

など、最新設備を備

えているほか、地域

の食文化・食に関す

る教育の拠点施設の

役割を果たします。

　４月５日、満100歳の誕生日を迎えられた新田スヱ

ノさん（仙北地域）の長寿祝い金贈呈式が高梨地区の自

宅で行われ、栗林市長から祝い金が手渡されました。

　スヱノさんは明治40年４月５日生まれ。夫が県南相

撲の大関だったこともあり、今でも大相撲のテレビ観

戦が欠かせないそうです。４月５日現在、市内に居住し

ている100歳以

上の方は22人で

す。

12
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　３月25日、協和地域のサン・スポーツランド協和体

育館（愛称：スポセン協和）の竣工式が行われました。

　協和体育館は鉄骨造りの２階建てで、協和市民セン

ター（和ピア）の裏に面して建設。バスケットボール・バ

レーボールともに２面、バドミントンなら８面分のス

ペースがとれるアリーナ部分と、２階に１周170メー

トルのランニングコースを備えています。

　式典終了後には、オープニングゲームとして「秋田銀

行女子チーム」対「大曲高校女子チーム」のバスケット

ボールの記念試合が行われ、白熱したゲームが繰り広

げられました。

【問い合わせ・利用申請】

協和体育館� 018-892-3088まで

　３月25日、秋田県なんがい

自然酒の会の主催による「第

９回酒遊サミットinなんがい」

が、南外コミュニティセン

ターを主会場に行われ県内か

ら日本酒ファン約100人が参

加しました。

　初めに、参加者は３つのグ

ループに分かれて、出羽鶴酒

造の酒蔵見学や楢岡陶苑での

焼き物の制作、地元農家の指

導による地場産のそば粉を材

料にしたそば打ちなどをそれ

第９回酒遊サミット inなんがい
日本酒で繋がる交流の輪

サン・スポーツランド協和体育館竣工式

新しいスポーツの拠点施設

３つのグループに
分かれ、さまざま
な体験を実施。南
外地域の文化を楽
しみました。

竣工式では栗林市長らによるテー
プカットが行われ、工事の無事な
完成を祝いました。

ぞれ体験。南外地域の風土や文化に親しみました。

　体験コース終了後には、大館市で活動しており

中仙地域の八乙女セレナーデやＪＡ緑の広場など

を作詞作曲したフォークソングデュオ「ダックス

ムーン」が演奏。参加者たちは懐かしのフォークソ

ングなどに聞き入りました。

　サミットのメーンイベントである談話交流会は

南外地域の米と水を素材に醸造された、絞りたて

の自然酒「楢岡城」の乾杯でスタート。会場では

８種類の銘柄の日本酒、シイタケの揚げ物やタラ

の芽など旬の山の幸を素材にした料理、そば打ち

体験コース参加者の手作りそばなどの料理が振る

舞われました。参加者は杯を傾けながら、日本酒

でつながった新しい交流を楽しんでいました。

メーンイベントの
交流会では、日本
酒を楽しみながら
旬の食材に舌鼓。
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おおきなせなかに
お便り広場お便り広場お便り広場

おおきなせなかに

　
　
い
最
近
ま
で
ほ
と
ん
ど
雪
が
降
ら
ず
、

　
　
桜
の
開
花
ニ
ュ
ー
ス
に
耳
を
か
た
む
け

て
い
た
矢
先
、
突
然
の
冬
将
軍
到
来
！
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。（

大
曲
地
域
・
39
歳
男
性
）

　
　
政
方
針
演
説
を
夕
張
市
と
重
ね
合
わ
せ

　
　
て
読
み
ま
し
た
。
大
仙
市
は
苦
し
い
な

が
ら
も
ま
だ
健
康
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
企
業
も
い
ろ
い
ろ
と
経
費
削
減
や

無
駄
を
省
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
市
で
も

工
事
の
進
め
方
を
工
夫
し
、
公
共
工
事
費
を

圧
縮
す
る
な
ど
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
市
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
元
の
町
内
会

長
な
ど
と
調
整
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
65
歳
男
性
）

　
　
の
前
図
書
カ
ー
ド
が
当
た
っ
た
の
で
す

　
　
が
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
本
を
買
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
…
。
今
度
は
自
分
が
買
い
た
い
の

で
ま
た
当
た
ら
な
い
か
な
ぁ
…
。

（
大
曲
地
域
・
11
歳
男
性
）

　
　
紙
に
知
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
写
っ

　
　
て
い
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
広
報

の
写
真
は
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
南
外
地
域
・
40
歳
女
性
）

　
　
作
花
火
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
行
っ
た
こ
と

　
　
が
な
い
の
で
、
今
年
は
ぜ
ひ
行
っ
て
み

た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
15
歳
女
性
）

　
　
回
は
「
食
材
厨
房
」
で
ア
ス
パ
ラ
菜
の

　
　
調
理
法
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
な
お
時
々
誤
植
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
大
曲
地
域
・
72
歳
女
性
）

　
　
だ
ま
だ
冬
が
続
き
ま
す
ね
。
先
日
、
大

　
　
荒
れ
の
外
を
見
て
い
た
娘
が
一
言
。

「
こ
の
雪
が
全
部
ご
飯
だ
っ
た
ら
い
い
の
に

ね
」。
た
…
確
か
に（
笑
）。
そ
ん
な
娘
も
今
年

は
小
学
２
年
生
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
30
歳
女
性
）

　
　
仙
雪
ま
る
隊
の
各
地
域
別
登
録
状
況
を

　
　
見
て
思
っ
た
こ
と
。
一
つ
は
思
っ
た
以

上
に
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
地

域
に
よ
っ
て
登
録
者
数
に
違
い
が
あ
っ
た
こ

と
。
大
曲
地
域
の
登
録
が
意
外
に
少
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
49
歳
男
性
）

　
　
年
度
の
施
政
方
針
を
読
み
ま
し
た
。
地

　
　
方
自
治
体
の
財
政
は
こ
れ
か
ら
マ
イ
ナ

ス
と
硬
直
化
が
進
み
、
ま
か
な
い
切
れ
な
い

施
策
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
は
「
当
た
り
前
」
が
当
た
り

前
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス

実
施
の
た
め
に
気
を
配
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
編
集
後
記
を
見
て
、
平

成
５
年
の
凶
作
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
64
歳
男
性
）

  

３
月
16
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

今ま大19

つ

裏広こ好

こ 施

　
　
表
紙
の
「
人
口
と
世
帯
数
」
を
見
て
び

　
　
っ
く
り
、
何
と
人
口
が
増
え
て
い
ま

す
。
ほ
の
か
な
と
も
し
び
を
見
つ
け
た
気
が

し
ま
し
た
。
も
し
か
し
て
合
併
し
て
か
ら
初

め
て
で
す
か
？

（
協
和
地
域
・
63
歳
男
性
）

　
　
報
は
す
ご
く
良
く
で
き
て
い
る
と
思
い

　
　
ま
す
。
全
国
で
も
上
位
に
入
る
の
で

は
？
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
と

こ
ろ
で
、
市
の
木
・
花
・
鳥
、
市
民
の
歌
を

知
っ
て
い
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
も
っ
と
広
報
が
必
要
で
は
。

（
大
曲
地
域
・
63
歳
男
性
）

　
　
の
間
、
息
子
が
仕
事
の
帰
り
に
フ
キ
ノ

　
　
ト
ウ
を
見
つ
け
て
き
た
の
で
バ
ッ
ケ
ミ

ソ
を
作
り
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　
春
は
希
望
が
い
っ
ぱ
い
、
明
る
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

（
協
和
地
域
・
48
歳
女
性
）

　
　
き
な
お
雛
様
を
、
笑
顔
で
指
さ
す
園
児

　
　
た
ち
の
笑
顔
が
メ
ン
コ
イ
ナ
。
わ
が
家

で
は
お
雛
様
を
つ
り
下
げ
て
祝
い
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
79
歳
女
性
）

　
　
面
カ
ラ
ー
で
写
真
も
多
く
、
と
て
も
見

　
　
や
す
い
広
報
で
す
。
毎
回
ク
イ
ズ
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
仙
北
地
域
・
39
歳
男
性
）

全

表新

　３月16日号の表紙はお雛様と南
外幼稚園の園児たち。「19年度施政
演説」など、今年度の大仙市の施策
方針をお知らせした号でした。
◆その他の主な記事
・大仙市スポーツ賞受賞者紹介
・県議会議員一般選挙
・法人化説明会結果報告など
　

３月16日号を振り返り

今回の応募総数は 29通
内訳／感想 23　意見 ２　質問 １　特になし ３
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冬
と
は
い
え
、
春
が
待
ち
遠
し
い
で

　
　
す
。

　「
お
も
わ
ず
パ
チ
リ
」
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
見

た
だ
け
で
「
春
の
色
だ
な
ぁ
」
と
ホ
ッ
と
し

た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域
・
64
歳
女
性
）

　
　
月
、
行
政
協
力
員
と
し
て
「
広
報
だ
い

　
　
せ
ん
」
を
町
内
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
大
仙
市
の
広
報
は
、
内
容
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
表
紙
の
写
真
も
素
晴
ら
し
く
、
い
つ
も

感
心
し
て
見
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
大
曲
地
域
・
76
歳
男
性
）

　
　
人
的
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
地
場
産
食

　
　
材
の
レ
シ
ピ
コ
ー
ナ
ー
。
わ
が
家
は
転

勤
族
な
の
で
と
て
も
興
味
深
く
、
切
り
離
し

て
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
方

に
い
る
と
な
か
な
か
不
妊
治
療
の
情
報
が

入
っ
て
き
ま
せ
ん
。
治
療
法
な
ど
紹
介
す
れ

ば
地
域
の
出
産
や
子
育
て
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
大
曲
地
域
・
37
歳
女
性
）

　
　
併
し
て
か
ら
広
報
の
内
容
が
充
実
し
て

　
　
い
て
、
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
市
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
も
う
少
し
詳

し
く
載
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
53
歳
女
性
）

　発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

平成19年度大仙市人事異動。
異動規模は何人だったでしょうか。

① 450人　 　② 499人　 　③ 501人

４ 30

合 個

暖毎

今回の料理の先生は

安 達 美 保 さん
（太田地域・斉内）

材　料
◎クリームチーズ／250ｇ◎ゼラチン／10ｇ◎豆
乳／200cc◎卵／１個◎生クリーム／100cc◎ビ
スケット／少々◎砂糖／80ｇ◎レモン汁、ブラン

デー／少 （々お好みで）

作り方
①クリームチーズを室温で柔らかくしておく。
②氷水を入れたボウルの中で底を冷やしながら生ク
リームをホイップする。七分くらいまで泡立て、
砂糖を数回に分けて入れる。最後に卵を入れ、固
く泡立てる。
③人肌に温めた豆乳にゼラチンをふり入れながらよ
く混ぜて溶かす。さらにクリームチーズを入れて
よく溶かす。（注）ゼラチンは、沸騰すると固くな
るので温度管理に気をつけてください。
④③の鍋に生クリームを入れ、なめらかになるよう
に混ぜる。（お好みでレモン汁、ブランデーを入
れる）
⑤型の底にビスケットを砕いて敷き、④を流し入れ
て冷蔵庫で冷やす。（ビスケットを砕いたときに
水分を少々加えるとしっとりする）

※ケーキを切るとき、切るご
とに包丁をお湯であたた
めてから切ると切り口が
きれい。豆乳で作ると味が
まろやかになる。

市　　
職
員
の
給
料
を
カ
ッ
ト
し
た
こ
と
は
大

　
　
変
な
決
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
民
間
で
は
も
っ
と
大
幅
な
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
51
歳
男
性
）
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5
健康
  通信

乳幼児健診・基本健診　Health information / HOKEN TSUSHIN

写真は３月14日の
７カ月健診（大曲地域）から

会場は太田保健センター
■母子手帳交付日
日時／５月８日(火)、22日
(火)の午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【１歳６カ月児健診】
対象／平成 17 年９月から
11月生まで
日時／５月25日(金)午後12
時45分～１時
【乳幼児健康相談】
日時／５月24日(木)午前９
時30分～11時30分
■成人
【健康・栄養相談日】
日時／５月28日(月)午前９
時～11時

太田
O

o ta

会場は
南外コミュニティセンター
■母子手帳交付日
日時／５月２日(水)、16日
(水)の午前９時～11時30分
■予防接種
【ポリオ集団予防接種】
日時／５月17日(木)午後１
時～１時30分
【第１回目】平成18年７月か
ら12月生まで
【第２回目】平成18年１月か
ら６月生まで
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／平成18年12月・19
年１月生
日時／５月25日(金)午後０
時50分～１時10分
【７カ月児健診】
対象／平成18年８・９月生
日時／５月25日(金)午後０
時50分～１時10分
【１歳６カ月児健診】
対象／平成 17 年８月から
10月生まで
日時／５月11日(金)午後０
時30分１時
【３歳児健診】
対象／平成15年10月から
12月生まで
日時／５月11日(金)午後０
時30分～１時
【乳幼児健康相談】
日時／５月16日(水)午前９
時～11時30分

南外

N
angai

会場は仙北保健センター
■母子手帳交付日
日時／５月７日(月)、21日
(月)の午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／平成19年１月生
日時／５月30日(水)午後１
時～１時15分
【７カ月児健診】
対象／平成18年10月生
日時／５月30日(水)午後１
時15分～１時30分
【２歳６カ月児歯科健診】
対象／平成16年10・11月
生
日時／５月31日(木)午後１
時～１時15分
【乳幼児健康相談】
日時／５月８日(火)午前９時
～11時30分
■成人
【市民健康相談】
日時／５月７日(月)午後１時
～４時

仙北
■母子手帳交付日
日時／５月11日(金)、25日
(金)の午前９時～11時30分
会場／協和保健センター
■乳幼児健診
会場／協和保健センター
【１歳６カ月児健診】
対象／平成17年８月～10
月生
日時／５月11日(金)正午～
午後０時15分
【２歳６カ月児歯科健診】
対象／平成 16 年８月から
12月生まで
日時／５月30日(水)午前９
時20分～９時30分
【乳幼児健康相談】
日時／５月25日(金)午前９
時～11時30分
■成人
【成人健康相談】
日時／５月23日(水)午前10
時～11時30分

協和

K
yow

a

S
en

boku

※母子手帳は市内どの会場でも交付を受けることができます。

※ポリオ集団予防接種、乳幼児健診、基本健診は、住所地以外

での受診はできませんのでご注意ください。

※「予防接種」と「乳幼児健診」の時間は受け受け時間となり

ます。

４月の４カ月児健診日程変更
４月25日→５月２日（水）
対象／平成18年12月生

16



DAISEN City Public Relations  2007.4.16

健康増進センター� 0187-62-9301
健康増進センター大曲分室　　�0187-62-1015

健康増進センター神岡分室　　�0187-72-4606

健康増進センター西仙北分室　�0187-75-0476

健康増進センター中仙分室　　�0187-56-7211

健康増進センター協和分室　　�018-892-2003

健康増進センター南外分室　　�0187-74-3007

健康増進センター仙北分室　　�0187-69-3800

健康増進センター太田分室　　�0187-88-1313

会場は市役所西仙北庁舎
■母子手帳交付日
日時／５月18日(金)午前９
時～11時30分
■乳幼児健診
【１歳６カ月児健診】
対象／平成18年12月から
平成19年１月生まで
日時／５月30日(金)午後１
時～１時30分
【乳幼児健康相談】
日時／５月９日(水)午前９時
～11時30分

西仙北

N
ishisenboku

■母子手帳交付日
日時／５月１日(火)、15日
(火)の午前９時～11時30分
会場／中仙保健センター
■乳幼児
【絵本の読み聞かせ教室】
対象／平成18年４・５月生
日時／５月18日(金)午前10
時～11時
会場／中仙保健センター

中仙
N

akasen

会場は大曲保健センター
■母子手帳交付日
日時／毎週木曜日午前９時
～午後４時
■予防接種
【ポリオ】
対象／
【第１回目】平成18年８月生
【第２回目】平成18年２月生
日時／５月11日(金)午後１
時～１時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／平成19年１月生
日時／５月23日(水)午後１
時～１時30分
【７カ月児健診】
対象／平成18年10月生
日時／５月16日(金)午後１
時～１時30分
【１歳６カ月児健診】
対象／平成17年10月生
日時／５月15日(火)午後０時
45分～１時15分
【２歳６カ月児歯科健診】
対象／平成16年11月生
日時／５月21日(月)午後１
時～１時20分
【３歳児健診】
対象／平成15年11月生
日時／５月22日(火)午後０
時30分～１時
【乳幼児健康相談】
日時／５月16日(水)午前９
時30分～11時30分
■成人
【成人健康相談】
日時／５月23日(水)午前９
時30分～11時

大曲

O
m

agari

会場は神岡保健センター
■母子手帳交付日
日時／５月２日(水)、16日
(水)の午前９時～11時30分
■乳幼児健診
【４カ月児健診】
対象／平成18年12月から
平成19年１月生まで
日時／５月11日(金)午後０
時45分～１時10分
【７カ月児健診】
対象／平成18年８月～９月
生
日時／５月11日(金)午後０
時45分～１時10分

【みんなの健康相談日】
日時／５月の毎週水曜日、
午前９時～11時30分

神岡

K
am

ioka

ポリオワクチン追加接種
◆日時／５月15日（火）午後３時～
◆対象／昭和50年から52年までに生まれた方
◆会場／小山田医院（大曲地域：大曲須和町１丁目）
　　　　� 0187-63-1133まで
※事前に電話予約が必要です。なお接種料金は自己負担になります。
　乳幼児がいる保護者は保健センターで行う予防接種時に接種が可能です。

基本健診が始まります！
◆料金／自己負担額1,800円
◆内容／結核検診、基本健診、39歳以下血液検査、肝炎ウイルス検査、肺がん
検診、大腸がん検診、前立腺がん検診
◆期日・会場／
【中仙地域】
◆受付時間／午後１時30分～２時30分、午後４時～５時
５月14日、15日、16日・サンビレッジ

17日、18日、21日・豊川分館体育館
22日、23日、24日・清水分館体育館
25日、28日、29日、30日、31日・中仙農村環境改善センター

【仙北地域】
◆受付時間／午後１時～２時、午後３時～４時
５月14日から18日まで・仙北就業改善センター

21日から25日まで、28日から31日まで・仙北保健センター
【太田地域】
◆受付時間／午後１時～２時、午後３時30分～４時30分
５月30日、31日・太田健康保健センター

※他の地域の基本健診は
６月から開始されます。

19 年度の健康カレンダーを

希望する方は各増進センター

まで問い合わせください。
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　サンクエスト大曲を会場に行

う各種教室です。

【絵手紙教室】

■日時／４月16日（月）午後１時

30分～

【ごてんまり教室】

■日時／４月20日（金）午前 10

時～

【問い合わせ】

サンクエスト大曲

� 0187-63-5572まで

　気功は、ゆったりとしたやさ

しい運動と自然な呼吸法で活力

と自然治癒力をよみがえさせる

健康法です。

　日常生活に元気をとりもどし

たい方、ぜひご参加ください。

■日時／毎週水曜日の午前10時

～正午

■会場／中仙市民会館

【問い合わせ】

気功教室 荒木田さん

� 0187-43-0993

� 080-1829-0129まで

中仙

気功教室で身も心も
リラックス

　毎月１回、さまざまな分野で

活躍されている方を講師に招い

た講演会です。年１回、研修も行

います。

■開催日／毎月１回中旬の水曜

日（平成20年３月まで）

■時間／午前10時～11時

■会場／かみおか嶽雄館ビデオ

シアターホール

■定員／100人

■参加費／年間2,000円

【問い合わせ・申し込み】

かみおか嶽雄館

� 0187-72-2501まで

FAX0187-72-4844

大曲庁舎と大曲地区公民
館で食品トレイの回収

大曲

　市役所大曲庁舎と大曲地域の

各公民館で「食品トレイ」の回収

を試験的に行います。各施設に

トレイ回収ボックスを設置しま

すので、どうぞご利用ください。

■開始日／５月１日（火）

■回収ボックス設置場所／市役所

大曲庁舎、大曲地域の各公民館

（大曲中央公民館、大曲公民館を除く）

【問い合わせ】

環境課

�0187-63-1111内線275まで

　寄せ植え、バスケットづくりな

どを行うガーデニング講座です。

■日時／４月 29 日（日）午後２

時～

■会場／道の駅なかせん

■参加費／2,000円

■申込受付期限／４月25日（水）

■持参するもの／軍手、移植べ

ら、ビニール袋

【問い合わせ・申し込み】

中仙観光協会

� 0187-56-2337まで

食品トレイの回収に
ご協力ください。小野田セツ子

ガーデニング講座

中仙

大曲

サンクエストの行事予定

嶽雄館の「おもしろ講座」

神岡

　年齢や体力に合わせた動き、

初心者でも気軽に始められる太

極拳教室にぜひご参加ください。

■期日／５月15日から11月20

日までの毎週火曜日

■時間／午前９時30分～11時

30分

■会場／大曲武道館

■申込受付期限／５月７日（月）

■講師／小山元子さん

【問い合わせ・申し込み】

大曲公民館

� 0187-62-1312まで

太極拳教室参加者募集

大曲

時
を
越
え
現
代
に
生
き
続
け
る

幽
玄
の
世
界
へ
ご
招
待

ま
ほ
ろ
ば
唐
松
「
能
公
演
」

■
薪
能
公
演

日
時
／
６
月
２
日(

土)

午
後
５
時

30
分
開
演

よ
り

ま
さ

か
き
つ
ば
た

番
組
／
【
能
】
頼
政
、
杜
若

う
り

ぬ
す

び
と

【
狂
言
】
瓜
盗
人

出
演
／
中
森
貫
太
師
一
行（
観
世
流
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
／
好
評
発
売
中

■
定
期
能
公
演

日
時
／
８
月
26
日(

日)

午
後
１
時

開
演

は
ん

じ
ょ

ち
ゃ

つ
ぼ

番
組
／
【
能
】
班
女
【
狂
言
】
茶
壷

と
お
る

た
か

さ
ご

【
仕
舞
】
融
【
半
能
】
高
砂

出
演
／
粟
谷
能
夫
師
一
行（
喜
多
流
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
／
６
月
26
日（
火
）

■
薪
能
・
定
期
能
入
場
料

全
席
指
定【
S
席
】８
０
０
０
円（
当

日
８
５
０
０
円
）【
A
席
】
７
０
０
０

円（
当
日
７
５
０
０
円
）

【
問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
販
売
】

協
和
市
民
セ
ン
タ
ー（
和
ピ
ア
）

�

０
１
８（
８
９
２
）３
８
２
０
ま
で
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■期間／５月６日（日）まで

■時間／午前９時～午後６時

■会場／道の駅なかせん

■入場料／無料

【問い合わせ】

道の駅なかせん 山崎さん

� 0187-56-4515まで

中仙

八乙女カメラクラブ写真展

　教室では、中国の気功を取り

入れた動きや筋力トレーニング

などを行い、それぞれに合った

運動プログラムを紹介します。

　開催日は、申し込みの際にお

知らせします。

■期間／４月26日（木）から３月

まで（全10回）

■時間／午前10時～11時30分

■会場／太田公民館

■定員／50人

■受講料／無料

■持参するもの／タオル、バス

タオル、水

■講師／社会体育研究所・小林

恵津子所長

【問い合わせ・申し込み】

太田公民館

� 0187-88-1119まで

協和

まほろば唐松中世の館・
もの のべ なが ほ

工学博士物部長穂記念館
臨時作業員募集

　施設の除草や樹木管理、来館

者の受け付け・案内、施設管理な

どを行ってくれる臨時作業員を

募集しています。

■応募資格／協和地域在住の方

■勤務時間／午前10時～午後３

時（実働４時間）※残業あり

■雇用条件／

期間／５月上旬から11 月 30

日（金）まで

賃金／時給650円

雇用人数／１人

休日／週休２日

※休館日は月曜日とほか１日

■申し込み方法／電話で連絡し、

履歴書（写真貼付）を郵送または

持参してください。

【問い合わせ・申し込み】

東北ダイケン秋田支店

営業開発課 村田さん

� 018-832-0401まで

〒 010-0001 秋田市中通２丁

目２番32号 　八乙女山を散策し、春の植物

を見つけてみませんか。

■日時／５月３日（木）午前10時

～正午

■場所／八乙女公園（中仙地域）

■参加費／無料

■申込受付期限／４月27日（金）

【問い合わせ・申し込み】

中仙観光協会

� 0187-56-2337まで

八乙女山植物観察教室

中仙

自
慢
の
腕
を
披
露

集
ま
れ
！
子
ど
も
太
公
望

第
27
回
子
ど
も
つ
り
大
会

　
第
27
回
子
ど
も
つ
り
大
会
を
行

い
ま
す
。

　
入
賞
者
に
は
賞
品
を
差
し
上
げ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
雨
天
の
場
合
も
決
行
し
ま
す
。

期
日
／
５
月
12
日（
土
）

時
間
／
午
前
６
時
〜
10
時

※
午
前
５
時
30
分
受
け
付
け
開
始

会
場
／
大
仙
市
つ
り
公
園（
大
曲
飯

田
沼
）

参
加
費
／
無
料

持
参
す
る
も
の
／
釣
り
道
具
一
式

【
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課

�

０
１
８
７(

63)

１
１
１
１

内
線
２
５
１
ま
で

作
業
員
を
募
集
し
て
い
る
「
ま
ほ
ろ

ば
唐
松
中
世
の
館
」（
写
真
上
）と「
工

学
博
士
物
部
長
穂
記
念
館
」。

　無料の映画鑑賞会です。お気

軽にお越しください。

■期日／４月28日（土）

■時間／【ゲド戦記】午後１時～

【あずみ】午後３時15分～

■会場／道の駅なかせん

■入場料／無料

【問い合わせ】

中仙観光協会

� 0187-56-2337まで

コスモス映画っ子上映会

中仙

ひざの痛みや腰痛などに
太田公民館の「健康教室」

太田

　取れたての野菜や山菜などを

販売する朝市です。

■日時／４月21日（土）午前８時

～９時

■会場／太田交流プラザ（太田球

場南側）

【問い合わせ・申し込み】

太田交流プラザ朝市・夕市の会

　橋会長�0187-89-1310まで

太田交流プラザ朝市

太田
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さ
く
ら
の
咲
く
季
節
お
花
見
に
出
か
け
よ
う

紹
介
し
ま
す
「
お
花
見
イ
ベ
ン
ト
」

八乙女さくらまつり
ドンパン踊りパレード

　パレード終了後に「もちつ
き」も行います。

時間／正午～午後１時
会場／道の駅なかせん

【問い合わせ】

中仙観光協会

� 0187-56-2337まで

4/30（月)

２
０
０
０
本
の
桜
が

癒
し
の
ひ
と
と
き
を
演
出

「
八
乙
女
さ
く
ら
ま
つ
り
」

　
八
乙
女
さ
く
ら
ま
つ
り
を
行
い

ま
す
。
八
乙
女
城
址
に
咲
き
誇
る

桜
、
斉
内
川
の
両
岸
を
包
み
込
む

桜
を
ゆ
っ
く
り
と
見
て
ま
わ
り
ま

せ
ん
か
。
期
間
中
、
ド
ン
パ
ン
踊

り
パ
レ
ー
ド
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
４
月
21
日（
土
）か
ら
５

月
５
日（
土
）ま
で

■
場
所
／
八
乙
女
公
園
・
道
の
駅

な
か
せ
ん
裏
側（
斉
内
川
堤
防
）

【
問
い
合
わ
せ
】

中
仙
観
光
協
会

�

０
１
８
７（
56
）２
３
３
７
ま
で

　
市
役
所
大
曲
庁
舎
前
の
桜
並
木

を
、
５
月
中
旬
ま
で
、
ち
ょ
う
ち

ん
や
ぼ
ん
ぼ
り
で
飾
り
ま
す
。

　
夜
の
霞
に
揺
れ
る
夜
桜
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
／
４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬

ま
で

照
明
時
間
／
午
後
６
時
〜
９
時

会
場
／
市
役
所
大
曲
庁
舎
前
通

り
、
大
曲
小
学
校
裏

【
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課

�

０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
５
２
ま
で

ち
ょ
う
ち
ん
の
あ
か
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で

ゆ
っ
く
り
と
夜
桜
鑑
賞

大
曲
庁
舎
前
通
り
「
観
桜
会
」

桜
と
花
火
が
咲
き
誇
る

昼
も
夜
も
楽
し
め
る

「
余
目
さ
く
ら
花
火
鑑
賞
会
」

　
桜
満
開
の
余
目
公
園
で
夜
桜
と

花
火
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
た
く
さ
ん
の
出
店
で
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

期
日
／
４
月
28
日（
土
）

※
荒
天
の
場
合
は
順
延

時
間
／

【
観
桜
会
】
正
午
〜

【
花
火
鑑
賞
会
】
午
後
７
時
〜

会
場
／
余
目
公
園（
大
曲
地
域
内
小

友
地
区
）

【
問
い
合
わ
せ
】

内
小
友
公
民
館

�

０
１
８
７（
68
）２
０
３
３
ま
で
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一緒に運動しませんか？
ソフトテニス教室

　ラケットもお貸しします。参加

費を添えて申し込みください。

◆期日／５月８日から10月30日

までの毎週火・金曜日

◆時間／【昼の部】午前９時30分

～11時30分【夜の部】午後７時

～９時

◆会場／大曲中央公園テニスコー

ト（大曲川原町）

◆参加費／【昼の部】4,500円

【夜の部】5,500円※保険料含む

【問い合わせ・申し込み】

スポーツ振興課（大曲体育館内）

� 0187-63-1122まで

キャンプ場でピザづくり
エンジョイ！森のクッキング

　当日は動きやすい服装で参加く

ださい。天候により内容が変更に

なる場合もあります。

◆対象／小学生と保護者（子ども

だけの参加も可）

◆日時／５月13日（日）午前９時

～午後３時

◆会場／保呂羽山少年自然の家

◆定員／25人

◆参加費／1,000円（昼食・保険料）

◆申し込み方法／①氏名②年齢・

学年③郵便番号・住所④電話番号

をご連絡ください

◆申込受付期限／５月８日（火）

◆持参するもの／雨具、内ズッ

ク、エプロン

【問い合わせ・申し込み】

ほろっとキッズ 高橋さん

� 0182-22-4511まで

FAX0182-22-4517

Eメール

taisei-takahashi@office-t.com
〒013-0208横手市雄物川町沼

館字千刈田２ 沼館保育園
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あなたの技術を開発途上国で
JICAボランティア

◆応募資格／日本国籍を持つ方で

平成19年５月25日現在での年齢

が【青年海外協力隊】20歳から39

歳までの方【シニアボランティ

ア】40歳から69歳までの方

◆申込受付期限／５月25日（金）

【問い合わせ】

JICA東北�022-223-4772まで

http://www.jica.go.jp

海外の教員と交流を深める
ホストファミリー募集

　海外の公立学校の教員（主にア

メリカ人）をホームステイさせて

くれる家族を募集しています。

　受け入れ人数は１家族当たり１

～２人で、受け入れてくれる方に

は、後日、説明会を行います。

　詳しい内容についてはお問い合

わせください。　

◆ホームステイ期間／

６月29日（金）から７月１日（日）

までの２泊３日

◆定員／５家族

◆申込受付期限／５月７日（月）

【問い合わせ・申し込み】

総合政策課 今野

�0187-63-1111内線236まで

秋田県出身者のための奨学金
育英奨学生・すこやか奨学生

　秋田県育英会が行っている無利

息の奨学生制度です。

　秋田育英奨学生とすこやか奨学

生の併願はできません。詳しい内

容・貸与金額についてはお問い合

わせください。

◆応募資格／秋田県育英会の学生

寮に入寮していない方で【秋田育

英奨学生】県出身で今年から大

学・短大１年に入学した方【すこ

やか奨学生】兄弟姉妹が３人以上

いる県出身者で、今年から大学・

短大１年に入学した方

◆申込受付期限／４月26日（木）

※期限日まで必着

【問い合わせ・申し込み】

秋田県育英会

� 018-860-3552まで

〒010-0951 秋田市山王4-1-2

秋田地方総合庁６階

自由な交流で留学生を応援
あきたのファミリー

　「あきたのファミリー」は、留学

生を家に呼んだり、電話で話した

りと留学生にエールを送りながら

自由に交流する活動です。

　交流は日本語で行いますので、

家族で国際交流を深めませんか。

詳しくはお問い合わせください。

◆応募資格／①無償で協力してく

れる方②単身でない方③留学生の

家まで送迎してくれる方

◆交流期間／

【対面・交流会】５・10月

※その後は自由に交流（平成20年

３月末まで）

◆申込受付期限／４月25日（水）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県国際交流協会

� 018-864-1181まで

FAX018-864-0160

JICAボランティア説明会
期日／４月21日（土）

時間／

【シニアボランティア】午前10時30分～

【青年海外協力隊】午後２時～

会場／秋田拠点センターアルヴェ

　刈和野高屋敷地区の線路脇の湿地には水芭蕉の群生地があり、４月

中旬ごろから白い花を咲かせ、道行く人を楽しませてくれます。

　水芭蕉の見ごろは４月中旬から５月上旬まで。この冬に整備した木

立沿いの遊歩道から鑑賞することができます。

　みなさんぜひお越しください。

【問い合わせ】

西仙北総合支所地域振興課

� 0187-75-2961まで

見ごろは４月中旬から５月上旬まで

西仙北地域「高屋敷の水芭蕉」

水芭蕉は、国道から東へ約
1.6ｋｍ離れた湿地（約２ha）
に群生しています。

みなさんのお越しをお待ちしています。
高屋敷ミズバショウ愛護会（高橋毅会長）のみなさん。

【周辺地図】

４月25日（水）リニューアルスタート

大曲花火通り産直市

　生産農家と花火通り商店街が提携した直売所です。

◆開催日／毎週水曜日午前10時30分～午後１時30分

◆会場／ペアーレ大曲駐車場

【問い合わせ】農林振興課� 0187-63-1111内線244まで
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５月はこの地域です
電気設備定期調査

　東北電気保安協会大曲事業所で

は、各家庭の電気設備を調査し、

結果をお知らせしています。

◆５月の調査対象／

【大曲地域】大曲通町、大曲丸の内

町、大曲浜町、大曲緑町、大曲船

場町１丁目・２丁目

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

� 0187-63-4940まで

勇気をもってサインを出そう
子どもの人権110番

　いじめや体罰、不登校で悩んで

いませんか。あなたの悩みは私た

ちがしっかりと受け止めます。

　勇気を持ってご連絡ください。

◆受付時間／月曜日から金曜日ま

での午前８時30分～午後５時15

分（祝日を除く）

【問い合わせ】

子どもの人権110番

� 0120-007-110まで

高齢者福祉をささえる
福祉用具専門相談員指定講座

　秋田県知事指定の養成講座で、

全日程を受講した方には修了証書

を交付します。

　詳しい内容については、お問い

合わせください。

◆対象／全日程受講できる方

◆期間／５月11日から27日まで

の土・日曜日（全６回）

◆会場／協和市民センターほか

◆定員／29人

◆受講料／30,000円

◆申込受付期限／５月７日（月）

【問い合わせ・申し込み】

企業組合労働センター事業団秋

田事業所

� 018-892-3784まで

唐松温泉で自然と向き合う
団塊世代の田舎暮らしを考える

　のんびりと温泉につかりながら

自然と向き合いませんか。

　自分流を磨き田舎暮らしを考え

る会です。

◆日時／４月27日（金）午前11時

～午後２時

◆会場・集合場所／唐松温泉（協

和地域）

◆定員／20人

◆参加費／1,000円

【問い合わせ・申し込み】

唐松温泉 今野さん

� 018-893-2211まで

知事と語ろう
秋田の子育て・教育フォーラム

　「子育て支援と教育の充実を推進

する将来ビジョン案」についての

意見交換会を行います。

　みんなで子どもたちを支える仕

組みについて考えてみませんか。

◆日時／４月24日（火）午前10時

～正午

◆会場／仙北ふれあい文化セン

ター

◆参加費／無料（託児も無料）

◆申込受付期限／４月20日（金）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県知事公室総務課

� 018-860-1057まで

調理師からのステップアップ
専門調理師・調理技能士試験

　詳しくはお問い合わせください。

◆受験料／

【実技】18,800円【学科】3,700円

◆申請書提出期限／５月２日（水）

※消印有効

【問い合わせ・申し込み】

調理技術技能センター

� 03-3667-1867まで

http://www.chouri-ggc.or.jp

みなさんの情報をもとに
くら た しょう

 
と

日本画家「倉田松濤」展

　明治から昭和にかけて活躍した

日本画家倉田松濤。２月16日号

の広報で倉田画伯の情報を募集し

たところ、たくさんのご協力をい

ただきました。ありがとうござい

ました。いただいた情報をもとに

展覧会を行います。みなさんぜひ

お越しください。

◆期間／４月29日（日）から５月

６日（日）まで※５月１日は休館日

◆時間／午前９時～午後６時

※４月29日は午後１時～、５月６日

は午前11時まで

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆入場料／無料

【問い合わせ】

大仙市美術愛好会 千葉さん

� 0187-57-2731まで

酒井駒子Picture Book
© Komako Sakai 2006

世界の絵本作家展２
絵本作家ワンダーランド

　世界で活

躍する絵本

作家14人の

作品を集め

た絵本展で

す。

　会期中に

休館日はあ

りませんの

で、気軽に

お越しくだ

さい。

◆期間／５月27日（日）までの午

前９時30分～午後５時

◆会場／県立近代美術館（横手市）

◆観覧料／一般800円、学生600

円、小中学生400円

※５月５日は無料公開日です。

【問い合わせ】

秋田県立近代美術館

� 0182-33-8855まで
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　（
三
）

　人　口　94,190 人（－250）

　　　男　44,628 人（－134）

　　　女　49,532 人（－116）

　世帯数　30,484世帯（－ 10）

（３/31現在）


